
癒着と利権の
自民党政治に

巨額の裏金づくり、真相解明に背を向ける態度、
「改革」どころか改悪の規正法改定。
底知れない自民党の腐敗ぶりに、
うんざりだという声が広がります。

国民に負担増を押しつけながら、
物価高騰に追いつかない賃金、年金の現状を
打開する展望が示せずにいます。

有事の危機を煽り、軍事費を積み増し、
日米の軍事一体化をいっそう進めて緊張関係を高め、
日本とアジアの平和を脅かしています。

離婚後共同親権の導入、
永住資格剥奪を含む入管法改定、
選択的夫婦別姓を拒み続けるなど、
人権と相容れない姿勢が顕著です。

この政治はやはり、変えるしかありません。
いまこそ力を合わせ、希望ある新しい日本へ！
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自民党が提出し、
公明党と維新の
会が手を貸し押
し通した政治資
金規正法改定。
肝心の企業 ·団
体献金禁止に一
言も触れないば
かりか、脱法的な
「政策活動費」を
合法化。領収書
の公開は10年後
で黒塗りまで可。これでは、金権
政治は継続します。
自民党が多額の企業 ·団体献金
を受けるとともに、公共事業の発
注など業界への「見返り」で利益
誘導を図ってきた実態を論戦で
示し、岸田首相に迫りました。
腐敗政治の延命を許さず、民意
で一掃を！

殺傷兵器の最たるもので
ある次期戦闘機を、イギリ
ス、イタリアと共同開発し、
日本からの輸出まで解禁し
ようとしています。しかも自
公が密室協議の末に閣議
決定。「歯止め」を装いま
すが、踏み越えてはならな
い一線を越えようとするも
のです。
受注企業の一つである三
菱重工の契約額は、23年
度1兆6800億円。前年度
の4.6倍に上ります。湯水
のように予算をつぎ込み、
危険な大軍拡を加速しています。
「国際紛争を助長する武器輸出は行
わない」「武器の供給源とならず、武
器の売買で利益を得ない」―憲法
に基づく平和国家としての歩みを投
げすてるのは言語道断です。

たたかいは、
ここから
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2024年3月6日　予算委員会

3月13日　予算委員会

6月10日　決算委員会でのパネル

1月29日　予算委員会

3月28日　BSフジ『PRIMEニュース』に出演

次期戦闘機の輸出解禁



開会中、毎週金曜日！

全国で進む弾薬庫の新増設は、「安保三文書」に基
づく大軍拡の一環。本州最大の京都・祝園弾薬庫、
トマホーク配備がねらわれる舞鶴で調査しました。

輪島市、七尾市で聴き取り。火災や液状化など被
害が甚大ですが、同時に復旧 ·支援があまりに遅く
不十分。議員団として繰り返し対応を求めています。

「イスラエルのジェノサイドを許さない市民の会」
のみなさんが全国で署名を集め国会へ。殺りく
をやめさせる、圧倒的な国際世論で包囲を。

77周年の憲法記念日。裏金議員が任期延長の
改憲を主張するのはとうてい容認できません。大
軍拡と世界で続く戦争を止めようとアピール。

「獄中48年」の袴田事件でようやく再審が結審、
判決が出されます。えん罪被害を救済する再審
制度の改正へ、超党派の議連で活動しています。

沖縄で米兵が少女に対する性犯罪で起訴。外
務大臣も官邸も把握しながら県に伝えず国民に
隠してきました。直ちに抗議の申し入れ。
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総選挙で躍進を がんばります！

2月22日2月8日

6月4日5月3日

4月9日

6月26日

本会議
24年度予算反対 
討論など5回

予算委員会
裏金問題、武器輸出 
など質問5回、討論1回

決算委員会
航空管制官の増員を 
求めるなど質問2回

外交防衛委員会
防衛省設置法改定案など 
質問19回、討論7回

法務委員会
民法改定案質問2回、討論1回

憲法審査会
参議院の緊急集会など意見表明4回

国民生活経済・地方調査会
ジェンダー、障害者など 
参考人質疑4回、意見表明1回

7年半の通算 383回！

国会論戦
2024年・第213通常国会

計51回
本会議5回、質問等37回、討論9回

とり
くんだ 合意なき離婚後共同親権、

懸念・不安置き去り

航空管制官 

増員へ

父母間に合意がなくても裁判所が離婚後の「共同親権」を強制
しうる―親子関係と家族のあり方にかかわる戦後民法の根本
にわたる改定にもかかわらず、国民的合意なく押し切られたこと
に断固抗議し、論戦に臨みました。
DVや虐待、有形無形の支配から逃れ別居や離婚に至る父母の
関係が多々あり、悲惨な事態を招くケースもあります。「諦めるわ
けにはいかない」という声が全国でわきおこっています。個人の
尊厳に依拠したあるべき家族法制への転換が必要です。

1月2日、羽田空港で日航機と海上保安庁機が衝突、海保職員5人が
亡くなる重大な事故が発生しました。事故原因の究明が続いています
が、背景の一つに航空管制官数を抑制してきた問題があります。
国会質問で2019年に38人だった欠員が24年には94人に拡大してい
たことが初めて明らかに。国会から政府への警告決議で「人的体制の
強化 ·拡充」を求めることとなり、その後政府が管制官の増員を決定。現
場の要求に応えた大事な方針転換です。

政策委員長となり、国会開
会中の定例会見を担当する
ことになりました。YouTube 
でご覧いただけます。

5月1日　桜木町でスタンディング

5月13日　決算委員会

山添拓
チャンネル

定例会見はじめました

3月28日 本会議


